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第
44
回 

有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
２
月
26
日
（
土
）
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
44
回
有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
18
名

と
２
団
体
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
各
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
敬
称
略
・
種
目
別
・
50
音
順
）

世
界
大
会
出
場
、
全
国
一
位
な
ど
日
頃
の
努
力
と
栄
光
を
讃
え
る
　
　
　
　
■
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課
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い
こ
ま

と
も
き

■
個
人

◇
柔
道

　
石
本 

智
也
（
箕
島
中
学
校
）

◇
相
撲

　
臼
田 

哲
朗
（
箕
島
中
学
校
）

　
村
山 

謙
（
箕
島
高
校
）

■
団
体

◇
相
撲

　
和
歌
山
県
立
箕
島
高
等
学
校
　
相
撲
部

い
し
も
と
と
も
や

う
す
だ

て
つ
ろ
う

む
ら
や
ま
け
ん

■
個
人

◇
合
気
道

　
筋
原 

愛
子
（
近
畿
大
学
）

◇
ゴ
ル
フ

　
赤
松 

美
波
（
箕
島
中
学
校
）

◇
柔
道

　
椿
原 

梨
央
（
箕
島
中
学
校
）
　

　
山
本 

莉
子
（
箕
島
中
学
校
）
　

◇
相
撲

　
井
ノ
上 

豪
志
（
箕
島
高
校
）

　
田
村 

吏
玖
（
箕
島
高
校
）

す
じ
は
ら
あ
い
こ

あ
か
ま
つ

み
な
み

や
ま
も
と

り

こ

い

の
う
え
ご
う
し

た
む
ら

り

く

つ
ば
き
は
ら

り

お

■
個
人

◇
空
手
道

　
田
中 

創
士
（
日
本
空
手
道
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
道
場
）

　
畑
中 

晶
斗
（
有
田
一
心
館
）

◇
剣
道

　
岡
﨑 

潤
羽
（
宮
原
少
年
剣
友
会
）

　
新
宅 

高
之
（
宮
原
少
年
剣
友
会
）

◇
柔
道
・
相
撲

　
西
川 

重
太
朗
（
糸
我
小
学
校
）

◇
相
撲

　
佐
々
木 

泰
寿
（
保
田
小
学
校
）

◇
日
本
拳
法

　
豆
塚 
悠
月
（
和
歌
山
県
拳
法
連
盟
湯
浅
支
部
）

◇
野
球

　
上
野
山 

愛
海
（
和
歌
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
ズ
）
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箕島高等学校相撲部 臼田哲朗 石本智也 生馬知季
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人事行政運営状況の公表

　本市職員の人事行政の透明性を一層高めるため、前年度を中心とした人事行政について公表します。
　給与等はすべて税や各種保険料を引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

　　総務課　℡ 22-3742問

職員の任免及び職員数に関する状況 給料等に関する状況

1. 職員の採用状況

2. 職員の退職等の状況

区分 男性 女性 再任用 合計
1 35人数 19 15

3. 分限処分の状況

区分 免職 降任 休職 降給 合計
人数 0 0 1 0 1

区分 定年 勧奨 普通等 再任用任期満了 合計
5 2 16 2 25人数

4. 懲戒処分の状況

区分 免職 停職 減給 戒告 合計
人数 0 0 0 0 0

5. 部門別職員数の状況

（令和2年度）

（令和2年4月2日～令和3年4月1日）

（令和2年度）

（令和2年度）

（各年4月1日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数令和2年 令和3年

政
行
般
一

議 会 3 3 0
総 務 49 53 4
税 務 14 14 0
農林水産 12 8 △ 4
商 工 13 12 △ 1
土 木 10 14 4
民 生 78 82 4
衛 生 17 20 3
小 計 196 206 10
教 育 23 24 1
消 防 46 47 1
小 計 69 71 2

等
業
企
営
公

病 院 168 167 △ 1
水 道 8 8 0
下 水 道 0 0 0
そ の 他 21 20 △ 1
小 計 197 195 △ 2

総 合 計 462 472 10
※職員数増減の主な理由
　事務の統廃合、業務増、欠員補充など

1. 人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（2年度末）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
B/A

人
27,057

千円
20,737,384      

千円
234,150     

千円
2,542,570      

%
12.26     

※人件費には、特別職に支給される給料等が含まれます

2. 職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費
B/A給料 職員

手当
期末勤勉
手当

計
（B）

人
265

千円
974,942

千円
154,146    

千円
383,336     

千円
1,512,424     

千円
5,707     

※職員手当には、退職手当が含まれていません

3. 平均給与月額と平均年齢の状況

区分
一般行政職 技能労務職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢

有田市 367,872円 42.1歳 306,579円 57.6歳

国 407,153円 43.0歳 328,603円 50.9歳

4. 職員の初任給の状況

区分
一般行政職

大学卒 高校卒

有田市 182,200円 150,600円

国 182,200円 150,600円

5. 特別職の報酬等の状況

（令和2年度）

（令和2年度）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

区分 給料（報酬） 期末手当

市 長 810,000円

副市長 680,000円

教育長 590,000円

議 長 500,000円

副議長 450,000円

議 員 420,000円

特別
行政

 6月期 2.175月分

 12月期 2.175月分

 計 4.35月分


